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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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ホームページ、
ブログはこちらから

東出雲インターチェンジへの
４車線化工事が着工

　国道9号線の出雲郷東
交差点から山陰道・東出雲
インターチェンジの間は、
交通量が多く慢性的な渋
滞から救急車両の通行も
支障を受けています。

 この対策のために早期整備を働きかけていましたが、この
区間の片道２車線化工事がようやく着工しました。すべての
工事が終了するのは令和２年度末の予定です。

ののうち誠 プロフィール
昭和25年生まれ(現在69歳)出雲郷小学校→東
出雲中学校→島根県立松江農林高校→東出雲
町役場就職(平成23年3月に町参事を最後に退
職)→平成23年8月松江市議会初当選、平成25
年4月2期目当選　平成29年４月３期目当選

◆後援会事務局◆
〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670
TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp
http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりを
していきましょう。この度後援会だよりvol.３６を発行いたし
ましたので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

後 援 会 だ よ り J u l y

最 近 の 活 動から

お地蔵様の番組に協力

日ノ丸バス廃止後の展開

　９月末をもって廃止する日ノ丸
バス米子～松江線。この代替路
線は、一畑バスが開設すること
が内定しました。市議会松政クラ
ブの沿線在住議員と執行部とで
協議を重ねた結果です。
　新設路線は、一畑バス本社・松江駅・荒島駅を往復、松江駅
と荒島駅の間は現行の日の丸バスと同じ経路で運行、運賃も
踏襲します。運行便数は現行の４往復(８便)と同じで、ダイヤは
初便が松江発となるため、通勤利用者の利便性は向上します。
　また、イエローバス(安来市広域生活バス)４便は変わらず
で、松江方面の通勤等の利便性確保のため初便が運行時間を
繰り上げます。(竹矢停留所で市営バスと乗り換え)
　これによって、合計８便(往復１６便)に変更ありません。市民
の足はとりあえず確保できましたが、利用していただく事で継
続できます。どうぞご利用ください。

秋のイベントを来年に延期

　後援会だよりVOL３５で今年１０月に開
催を予告していた野外イベント「意宇の郷 
田想い感舞」は、新型コロナウイルス感染
症対策のため、１年先の令和３年１０月２３
日(土)に延期することにしました。
　たくさんの皆さんの協力や準備を進め
てからの延期は残念ですが、来年は笑っ
て開催ができるように祈っています。

上側は東出雲インターチェンジ

　マーブルテレビの番組「お地蔵ものがたり」の出雲郷周辺
編の撮影があり、野々内も地元集落・市向の地蔵堂と地蔵念
仏の紹介をさせていただきました。
　市向の地蔵堂は集落の一角にあります。地蔵念仏は地区
行事として毎年各班持ち回りでお世話をしています。
　収録は、藤岡大拙松江歴史館館長、マーブルテレビの大

西友子アナウンサー
とお地蔵様を囲んで、
子どもの頃のお菓子
をもらった思い出など
お話ししながら進みま
した。この放送は、９
月14日からの予定だ
ということです。

　本号では紙面の都合で掲載できません。7月1日付けのブログ「新庁舎建設について」で、詳しく書いていま
すので、ご覧ください。

新庁舎建設の課題について

６月定例議会コロナ対策補正予算などを議決

　松江市議会６月定例会は、新型コロナウイルス感染症対
策で予定を６日間短縮し、６月１０日に開会し２４日に閉会
となりました。
　一般質問も代表質問のみの１日間という異例の中身で、
議案はほぼコロナ対策一色。条例案件のほか、予算関係は
議会を開くいとまがない時の市長による専決処分として、
一般会計では令和元年度分２件と令和２年度分の２件で
２２７億５，５４１万円余、新型コロナ緊急経済対策に係る補
正予算です。このうち、令和２年度補正予算の専決処分
は、特定定額給付金給付事業(一人当たり１０万円給付)や
保健衛生関係、商工業対策支援などを盛り込んでいます。
　また、最終日に追加提案された令和２年度補正予算(一
般会計第３号)の追加提案補正総額は５億５，５２３万円余。
新型コロナウイルス感染症対策の飲食・観光支援、市民生
活支援関係が中心でした。
　コロナ対策の補正には、市単独事業も多く含まれてい
ます。また、議会会派・松政クラブが市民の皆さんからの
要望を踏まえ、執行部に提案・協議した事業が多く取り入
れられています。
　また、議員提出議案では松政クラブが起案した２件「新
型コロナウイルス感染症対策に伴う地方財政の充実・強

化及び柔軟な運用を求める意見書について」、「『原子力
発電施設等立地地域の振興に関する特別措置法』の期間
延長を求める意見書について」が提案され、それぞれ議
決しました。
　コロナ禍のさなかの６月市議会は、会期の短縮・三密を
避けるための出席制限など、異例ずくめの議会でした。し
かし、新型コロナウイルス感染症対策については、市民生
活や経済対策など当面必要な事柄を決めることができまし
た。今後はスピード感をもって執行されることを期待してい
ます。引き続き感染症と向き合い拡大防止に努めつつ、地
域経済対策を進めなければなりません。ご心配事やわから
ないことなどお気軽にご相談ください。 
（予算金額や提出議案の詳細は市ホームページや市報等
をご覧ください）
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クローズアップ
Assignment close up課

題

不
公
平
な
都
市
計
画
税

不
公
平
な
都
市
計
画
税

市
街
化
を
促
進
し
て
い
ま
す
。（
用

途
制
限
が
あ
り
、例
え
ば
工
業
専
用

地
域
に
は
民
家
は
建
て
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
）

　
一
方
調
整
区
域
は
市
街
化
が
抑
制

さ
れ
て
い
ま
す
。よ
っ
て
、今
ま
で
に

市
議
会
に
出
さ
れ
た
土
地
利
用
の
緩

和
の
陳
情・請
願
の
多
く
は
調
整
区
域

の
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
、線
引
き
を
廃

止
し
て
自
由
に
家
を
建
て
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
が
多

か
っ
た
の
で
す
。（
平
成
３０
年
に
は
空

き
家
や
古
民
家
は
、だ
れ
で
も
住
め
、

購
入
や
賃
借
は
Ｏ
Ｋ
で
、用
途
も
飲
食

店
な
ど
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
）

　

中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
や
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
概
念
は
、今
後
の
人

口
減
少
時
代
で
は
都
市
効
率
を
高
め

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。お
お

よ
そ
市
域
１
割
の
土
地
に
８
割
の
人

口
が
集
中
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、市

域
９
割
の
土
地
に
住
む
２
割
の
皆
さ

ん
の
生
活
も
大
切
で
す
し
、そ
の
皆

さ
ん
が
守
る
１
次
産
業
の
振
興
や
景

観
、文
化
資
源
の
保
護
も
大
切
で

す
。
中
心
市
街
地
を
語
る
こ
と
は
、

周
辺
地
域
を
語
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。そ
も
そ
も
都
市
計
画
と
は
、百

年
の
大
計
に
立
ち
、全
体
の
利
益
を

優
先
す
る
か
個
人
の
利
益
を
優
先
す

る
か
と
い
う
、バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

悩
ま
し
い
選
択
で
も
あ
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
区
域
の
設
定
か
ら
５０

年
が
経
ち
、開
発
圧
力
は
縮
小
す
る

一
方
市
街
化
区
域
に
隣
接
す
る
農
地

の
荒
廃
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
お

り
、地
域
に
則
し
た
土
地
利
用
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
縮
退

施
策
は
、人
口
減
少
時
代
と
し
て
公

共
施
設（
道
路
・
上
下
水
道
等
）の
維

持
を
近
い
将
来
に
３０
％
程
度
少
な
く

な
っ
た
市
民
で
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、調
整
区
域
の
緩
和
は
市
街

化
区
域
と
の
整
合
を
図
る
た
め
に
公

共
施
設
整
備
の

開
発
者
負
担（
設

置
・
管
理
）
を
求

め
る
こ
と
も
手

法
の
一
つ
だ
と
考

え
ま
す
。ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
松
江

市
は
多
極
化
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を

目
指
す
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
。

　
一
定
の
土
地
利
用
の
規
制
は
秩
序

あ
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、市
街
化

区
域
、調
整
区
域
、そ
の
他
区
域（
無

指
定
）の
３
種
の
土
地
利
用
が
混
在

す
る
現
在
の
状
況
を
市
内
一
つ
に
ま

と
め
る
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
に
現
行
の
都
市
計
画
法
に
よ

る
都
市
計
画
の
線
引
き
制
度
を
一
旦

廃
止
し
、高
松
市
の
例
に
あ
る
よ
う

に
、市
民
参
加
の
も
と
で
考
え
ら
れ

た
松
江
市
独
自
の
規
制
を
伴
っ
た
土

地
利
用
を
制
度
化
し
て
は
ど
う
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

幸
い
平
成
１２
年
度
に
は
都
市
計
画

法
が
改
正
。
全
国
一
律
の
制
度
の
反

省
か
ら
、そ
の
ま
ち
に
あ
っ
た
土
地

利
用
が
進
む
よ
う
線
引
き
の
選
択
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。現
在

の
全
国
一
律
の
規
制
よ
り
松
江
市
に

と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

都
市
計
画
税
は
、固
定
資
産
税
を

ベ
ー
ス
に
市
街
化
区
域
内
の
固
定
資

産
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。都
市
計
画
税

の
用
途
は
、市
街
化
区
域
内
の
街
路
・

公
園
・
公
共
下
水
道
な
ど
の
都
市
計

画
施
設
の
整
備
財
源
に
充
て
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
現
実
に

は
市
街
化
区
域
以
外
で
も
、道
路
は

農
道
や
県
・
市
道
、公
園
は
農
水
省
所

管
等
の
広
場
で
の
整
備
、公
共
下
水

道
は
農
業
集
落
排
水
事
業
・
漁
業
集

落
排
水
事
業
に
よ
っ
て
国
土
交
通
省

事
業
と
同
等
の
整
備
が
さ
れ
て
い
ま

す
が
概
ね
市
民
負
担
な
し
。現
実
の

同
税
の
使
途
は
公
共
下
水
道
建
設
の

借
入
金
の
返
済
財
源
に
充
て
ら
れ
て

お
り
、既
に
空
文
化
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、市
街
化
区
域
内
に
整
備

さ
れ
る
施
設
の
う
ち
、公
共
下
水
道

は
区
域
内
に
住
む
市
民
に
恩
恵
が
あ

り
ま
す
が
、道
路
や
公
園
は
地
域
外

の
市
民
も
多
く
使
い
ま
す
。そ
の
負

担
を
市
街
化
区
域
内
市
民
だ
け
が

負
う
の
は
不
公
平
と
い
え
ま
す
。

　

前
述
の
旧
１
市
２
町
は
納
税
し
ま

す
が
、旧
宍
道
町
は
納
税
な
し
と
い

う
お
か
し
な
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

出
雲
市
の
よ
う
に
都
市
計
画
税
部
分

を
標
準
課
税
率
に
上
乗
せ
し
て
固
定

資
産
税
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
も
方

法
の
一
つ
だ
と
考
え
ま
す
。市
民
全
体

と
し
て
の
議
論
が
必
要
で
す
。

　

従
っ
て
、都
市
計
画
の
線
引
き
と

都
市
計
画
税
は
別
に
考
え
た
ほ
う
が

整
理
し
や
す
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
出
雲
町
が
最
後
に
合
併
し
て
か

ら
９
年
が
経
つ
松
江
市
。市
域
全
体

の
状
況
を
客
観
的
に
見
た
と
き
、各

地
域
の
特
徴
や
活
力
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。松
江
市
の
現
状
に
合
っ
た
土
地

利
用
の
用
途
や
規
制
を
十
分
に
検
討

し
て
、松
江
市
独
自
の
松
江
市
ル
ー

ル
を
導
入
し
、松
江
市
ら
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、税（
都
市
計
画
税
等
）は
、

全
市
民
に
と
っ
て
公
平
性
を
最
優
先

に
見
直
し
、近
未
来
の
都
市
像
を
想

定
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
で
検

討
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

の
検
討
を
総
合
計
画
に
反
映
し
、市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
松
江
市
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
創
り
あ
げ
て
行

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

クローズアップ
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題
都市計画における線引き制度と

税制度を考える

県道揖屋馬潟線を軸に揖屋方面を望む

　

昭
和
４５
年
に
都
市
計
画
区
域
が
設

定
さ
れ
「
都
市
計
画
に
お
け
る
線
引

き
制
度
」
に
よ
っ
て
、市
街
化
区
域

（
用
途
地
域
）、市
街
化
調
整
区
域
、

そ
の
他
区
域（
無
指
定
）に
区
分
さ
れ

た
の
が
、旧
松
江
市
・
旧
玉
湯
町
・
旧

東
出
雲
町
。用
途
地
域
だ
け
を
定
め

調
整
区
域
の
な
い
の
が
旧
宍
道
町
、

松
江
市
域
の
そ
の
他
の
旧
町
村
は
無

指
定
と
い
う
、異
な
る
規
制
ル
ー
ル
が

混
在
し
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

都
市
計
画
法

は
建
築
基
準
法

と
姉
妹
法
の
関

係
に
あ
り
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
い

ま
す
。そ
の
上
で

都
市
計
画
区
域

は
５
年
ご
と
に

見
直
し
さ
れ
、現

在
に
至
っ
て
い
ま

す
。市
街
化
区
域

は
用
途
が
あ
り
、

都
市
計
画
に
お
け
る
線
引
き
制
度
と

税
制
度
を
考
え
る

古
い
制
度
で

古
い
制
度
で

身
動
き
で
き
な
い
現
状

身
動
き
で
き
な
い
現
状

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。仕

事
や
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
、経
済
対
策
が
国
、地

方
と
も
ほ
ぼ
出
そ
ろ
い
、そ
の
活
用
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
見
え
な
い
中
、市
民
や

事
業
所
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、経
済
対
策

給
付
金
の
増
額
や
給
付
金
の
対
象
の

拡
大
、事
業
期
間
を
収
束
ま
で
に
延
期

な
ど
、様
々
な
ご
意
見
や
要
望
を
聞
い

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、会
派・松
政
ク
ラ
ブ
の
仲
間

と
一
緒
に
な
っ
て
、必
要
な
施
策
の
ス

ピ
ー
ド
の
あ
る
実
現
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

続
く
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
の
闘
い

松
江
市
に
あ
っ
た

松
江
市
に
あ
っ
た

新
し
い
制
度
を
考
え
よ
う

新
し
い
制
度
を
考
え
よ
う

　

前
号
で
は
、東
出
雲
町
の
土
地
利
用
か
ら
都
市
計
画
区
域
の
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。

今
号
で
は「
都
市
計
画
に
お
け
る
線
引
き
制
度
と
税
制
度
」に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

9
月
定
例
議
会
予
定

9
月

2
日（
水
）

本
会
議（
会
期
の
決
定
、

提
案
説
明・決
算
特
別
委
員
会
設
置
）

決
算
特
別
委
員
会

（
正
副
委
員
長
互
選
）

一
般
質
問

7
日（
月
）

一
般
質
問

8
日（
火
）

9
日（
水
）

一
般
質
問・議
案
質
疑・委
員
会
付
託

10
日（
木
）

決
算
特
別
委
員
会

（
質
疑
、分
科
会
分
担・委
託
）

11
日（
金
）

総
務
委
員
会・

予
算
委
員
会
総
務
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
総
務
分
科
会

教
育
民
生
委
員
会・

予
算
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会

14
日（
月
）

総
務
委
員
会・

予
算
委
員
会
総
務
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
総
務
分
科
会

教
育
民
生
委
員
会・

予
算
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会

建
設
環
境
委
員
会
現
地
視
察

15
日（
火
）

経
済
委
員
会・

予
算
委
員
会
経
済
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
経
済
分
科
会

建
設
環
境
委
員
会・

予
算
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会

16
日（
水
）

経
済
委
員
会・

予
算
委
員
会
経
済
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
経
済
分
科
会

建
設
環
境
委
員
会・

予
算
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会・

決
算
特
別
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会

28
日（
月
）

本
会
議（
委
員
長
報
告
、質
疑・討
論・採
決
）、

閉
会

23
日（
水
）

決
算
特
別
委
員
会

（
分
科
会
長
報
告・質
疑・討
論・採
決
）

予
算
委
員
会

（
分
科
会
長
報
告・質
疑・討
論・採
決
）

今
後
の
課
題

今
後
の
課
題


